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父ち
ち
は
は母
の　

子
ど
も
に
生
ま
れ　

感
謝
す 

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

満
開
の　

桜
見
ず
し
て　

去
り
し
人 

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

夢
は
何　

今
更
夢
は　

寝
て
の
夢 

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

物
忘
れ　

一
度
で
足
ら
ず　

二
度
三
度 

河
原
田　

勝
（
今
・
岸
脇
）

山
中
湖　

雄
大
な
冨
士
に　

感
動
す
る 

川
端　

昭
子
（
高
・
畑
）

に
ぎ
や
か
に　

元
気
で
し
た
か
と　

つ
ば
め
来
る 

平
井　

ち
く
（
朽
・
大
野
）

雨
に
濡
れ　

尚な
お
風
誘
う　

藤
の
花 

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
）

あ
ざ
や
か
な　

青
葉
の
ト
ン
ネ
ル　

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ 

上
田　

え
み
（
マ
・
浦
）

子
ど
も
の
日　

親
に
と
っ
て
は　

よ
ろ
こ
び
さ 

高
松　

逸
子
（
今
・
浜
分
）

妻
も
老
い　

我
も
老
い
た
り　

田
植
時 

駒
井　

堅
次
（
安
・
北
船
木
）

初
曾
孫　

母
と
な
り
た
る　

孫
愛
し
い 

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

一
歩
二
歩　

散
歩
の
路
に　

射し
ゃ
が干
の
花 

山
井
シ
ズ
子
（
朽
・
麻
生
）

嫁
の
声　

我
が
娘
と
思
い　

あ
ま
へ
つ
つ 

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

天
高
く　

お
よ
ぐ
若
葉
か　

五
月
晴 

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

龍
馬
伝　

見
た
あ
と
し
ば
し　

土
佐
訛な
ま
り 

川
島　

耕
一
（
安
・
長
尾
）

友
が
来
る　

語
ら
い
は
ず
み　

夜
が
明
け
る 

寺
尾　

輝
代
（
新
・
北
畑
）

選
ば
れ
し　

針
江
・
水
辺
の　

景
観
が 

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

タ
レ
ン
ト
が　

お
金
に
困
り　

出
馬
す
る 

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

真
竹
よ
り　

長
生
き
で
き
て　

華
を
見
る 

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

夜
少
し　

早
く
眠
れ
ば　

ま
だ
夜
中 

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
横
山
）

額が
く
紫あ
じ
さ
い
陽
花　

雨
に
打
た
れ
て　

艶
や
か
に 

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

温ゆ泉
に
つ
か
り　

メ
タ
ボ
の
お
な
か　

比
べ
っ
こ 

山
森　

照
子
（
今
・
松
陽
台
）

泪
ぐ
み　

春
眠
覚
め
し　

夢
追
い
ぬ 

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

夏
衣ご
ろ
も

　

老
い
て
も
鏡　

見
て
出
か
け 

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

我
が
人
生　

努
力
一
筋　

迷
い
な
し 

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

う
す
紅
色　

雲
間
の
夕
陽　

山
に
映
え 

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

五
月
晴　

背
中
あ
ぶ
り
で　

草
む
し
り 

細
野
紀
代
子
（
マ
・
白
谷
）

蛍
と
ぶ　

遠
い
初
恋　

童
話
め
く 

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

時
々
は　

ク
イ
ズ
を
出
し
合
う　

老お
い
二
人 

清
水
イ
チ
子
（
今
・
今
津
）

傘
の
中　

夫
に
寄
り
添
う　

遠
い
道 

鈴
木　

京
子
（
安
・
藤
江
）

青あ
お
ば葉
風か
ぜ　

肌
に
や
さ
し
く　

吹
き
す
ぎ
る 

岩
谷　

純
子
（
マ
・
海
津
）

コ
ン
バ
イ
ン　

エ
ー
ス
は
後
期　

高
齢
者 

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

健
脚
を　

老
い
て
負
け
ず
に　

遊
歩
道 

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

ボ
ク
正
座　

妻
は
ア
グ
ラ
で　

リ
ラ
ッ
ク
ス 

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

生
活
相
談
課　

（
２
５
）
８
１
２
５

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
消
費
者
が
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販

売
、
内
職
商
法
や
マ
ル
チ
商
法
な
ど
の
特
定
の
取
引
に
つ
い
て
契

約
し
た
場
合
に
、
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
一
方
的
に
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
は
が
き
の
両
面
を
コ
ピ
ー
し
、
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
郵
便
局
で
簡
易
書
留
ま
た
は
特
定
記

録
郵
便
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
支
払
い
の
場
合
は
信

販
会
社
に
も
同
時
に
通
知
が
必
要
で

す
。

●
書
面
を
出
し
た
時
点
で
契
約
は
解
除
さ
れ
ま
す
。

●
支
払
済
み
の
代
金
は
、全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。

●
商
品
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
返
品
で

き
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
が
す
で
に
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
代
金
を
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
土
地
や
建
物
の
工
事
が
始
ま
っ
て
い
て

も
、
事
業
者
の
負
担
で
元
に
戻
し
て
も
ら

え
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
必
ず
書
面
で
行
い
ま
す

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
と

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
　
　

が
で
き
る
期
限

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

契約書面を受け取った日

内職・モニター商法やマル
チ商法の場合（20日以内）

訪問・電話
勧誘販売の
場合
（８日以内）

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は「
頭
を
冷
や
し
て
考
え
直
す
」と
い
う
意
味
で
す
。

＜はがき裏面＞

契
約
日
（
※
契
約
書
面
受
領
日
）

　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
年
○
月
○
日

商
品
名　
　
　

○
○
○
○
○

契
約
金
額　
　

○
○
○
○
円

販
売
会
社
名　

○
○
株
式
会
社 

○
○
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当
○
○
○
様

右
記
日
付
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。
な
お
、
支

払
い
済
み
の
○
○
円
を
返
金
し
商
品
を
引
き

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
○
○
○
年
○
月
○
日

資
源
ご
み
に
出
し
た

　

段
ボ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の
？

拠点回収場所

成型品

これを古紙回収業者に売ります。
20 年度で約６７０万円の売り上
げになりました。

リサイクルプラザに集
められた段ボールの山 　皆さんが拠点回収

場所に出してくだ
さった段ボールは収
集運搬業者によって
環境センターのリサ
イクルプラザに集め
られます。

段ボール紙の梱包機

集められた段ボール
は、職員が手作業で
段ボール以外の紙と
より分けて梱包機に
かけています。

厚紙（ボール紙）や包装紙がよく混じっ
ています。その他古紙に出してください。
断面に空洞があるものだけが段ボール紙
です。

リサイクルプラザ（環境センター）

段ボールは段ボール箱や紙筒
などに生まれ変わります。

環境政策課　 （25）8123

住
所
○
○
○
○

氏
名
○
○
○
○


